
第
１
回
本
部
理
事
会
が
４
月
18
日
、

Z
o
o
m

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
53
個
所
63
名
が
参
加
し
、
70

大
会
議
案
の
説
明
・
提
案
を
矢
崎
事

務
局
長
が
行
い
、
日
中
友
好
運
動
を

め
ぐ
る
情
勢
と
活
動
の
進
め
方
や
、

不
再
戦
平
和
活
動
、
帰
国
者
支
援
活

動
、
中
国
百
科
検
定
、
文
化
活
動
、

友
好
交
流
活
動
、
組
織
拡
大
強
化
活

動
な
ど
の
提
案
と
討
議
を
行
い
ま
し

た
。
（
大
会
議
案
は
５
月
１
日
号
に
添
付
）

第
70
回
大
会
は
６
月
12
日
、Z

o
o
m

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
で
開
催
し
ま
す
。
参
加
者

は
自
宅
や
各
連
合
会
・
支
部
事
務
所

の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
で
き
ま
す
。

69
回
大
会
以
後
50
年
、
30
年
、
20

年
会
員
の
資
格
を
生
じ
た
会
員
の
表

彰
が
あ
り
ま
す
。

連
合
会
・
支
部
な
ど
各
組
織
が
発

行
し
て
い
る
機
関
紙
（
ニ
ュ
ー
ス
）

は
、
日
中
友
好
運
動
と
日
本
中
国
友

好
協
会
の
活
動
を
広
範
な
人
び
と
に

正
し
く
伝
え
、
と
く
に
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
運
動
を
進
め
る
人
び
と
を

励
ま
し
て
い
ま
す
。
第
70
回
日
中
友

好
協
会
全
国
大
会
で
は
、
「
機
関
紙

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
、
運
動
の

一
層
の
励
み
と
し
、
充
実
化
を
は
か

る
一
助
に
し
ま
す
。

（
写
真
は
府
連
事
務
所
の
参
加
風
景
）
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本
部
理
事
会

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
く

70
大
会
議
案
や
各
分
野
の
活
動
討
議

４
月
27
日
に
定
例
の
支
部
世
話
人

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
世
話
人
会
の

メ
ン
バ
ー
４
名
が
百
科
検
定
を
受
験

し
た
こ
と
も
あ
り
、
結
果
に
つ
い
て

ひ
と
し
き
り
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
び

の

び

に

な

っ

て

い

る

「
飛
鳥
ハ
イ
キ
ン
グ
」

を
５
月
23
日
に
実
施
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
た
だ
し
、
緊
急
事

態
宣
言
が
当
日
ま
で
延

長
さ
れ
る
場
合
は
中
止

し
ま
す
。
（
写
真
は

飛
鳥
寺
Ｈ
Ｐ
か
ら
）

中
国
映
画
観
賞
会
、
納
涼
の
つ
ど

い
、
中
国
情
勢
学
習
会
、
百
科
検
定

受
験
促
進
講
座
、
は
た
ま
た
南
京
町

で
中
国
料
理
を
楽
し
み
た
い
、
と
色
々

な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

具
体
化
は
次
回
に
持
ち
越
し
に
な
り

ま
し
た
。

席
上
、
コ
ロ
ナ
禍
で
支
部
の
行
事

が
で
き
ず
、
新
聞
だ
け
の
つ
な
が
り

で
は
退
会
す
る
人
が
出

て
く
る
の
で
は
、
と
の

懸
念
の
声
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
も
っ
と
も
な
懸

念
で
、
今
後
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
も
で
き
る
活

動
を
皆
の
知
恵
を
寄
せ

合
っ
て
具
体
化
し
よ
う
、

ま
た
、
こ
う
い
う
時
こ

そ
会
員
と
の
つ
な
が
り

を
重
視
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
も
電
話
や
メ
ー
ル
で
会

員
と
連
絡
を
取
り
合
お
う
と
確
認
し

ま
し
た
。

（
西
脇
義
彦
）

城
北
支
部
役
員
会

コ
ロ
ナ
禍
の
時
こ
そ

会
員
と
の
つ
な
が
り
を
重
視

陳
式
太
極
拳

講
習
会

第
10
回
特
別
講
習
会

６
月
６
日
（
日
）
12
時
か
ら

北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

西
支
部

太
極
拳
教
室

北
ス
ポ
ー
ツ
第
２
体
育
場

18
時
か
ら
20
時
30
分
ま
で

当
面
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
の
た
め
、

体
育
館
閉
館
の
た
め
未
定
で
す
。

７
月
10
日
２
時
か
ら
、
大
淀
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
―
（
天
６
か

ら
12
分
）
で
、
南
京
の
記
憶
を
つ

な
ぐ
集
い
を
行
い
ま
す
。

映
画
「
南
京
引
き
裂
か
れ
た
記

憶
」
上
映
と
、
講
演
「
中
国
国
民

政
府
の
戦
犯
追
及
方
針
と
南
京
事

件
」
講
師
は
都
留
文
科
大
学
教
授

の
伊
香
俊
哉
さ
ん
で
す
。
著
書
に

「
満
州
事
変
か
ら
日
中
全
面
戦
争

へ
」
（
吉
川
弘
文
館
２
０
０
７
年
）

資
料
代
は
８
０
０
円
で
す
。

南

京

事

件

加
害
と
被
害
に
迫
る

第
１
回

拡
大
理
事
会

５
月
30
日
（
日
）
２
時
か
ら

国
労
大
阪
会
館

大
会
議
室

第
67
回

大
阪
府
連
大
会

７
月
11
日
（
日
）
午
後

国
労
大
阪
会
館

大
会
議
室

５
月
の
「
ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る

日
本
の
戦
争
展
」
は
延
期
さ
れ
ま
し

た
。
大
阪
府
連
合
会
は
、
パ
ネ
ル
展

示
「
長
谷
川
テ
ル
の
生
涯
」
と
日
中

合
作
ド
ラ
マ
「
望
郷
の
星
」
上
映
の

準
備
を
整
え
て
お
り
ま
し
た
。

大
変
残
念
な
お
知
ら
せ
と
な
り
ま

す
が
、
改
め
て
適
切
な
時
期
の
開
催

に
向
け
て
努
力
い
た
し
ま
す
。

戦

争

展

延
期

新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
を
収
め
る
こ

と
が
出
来
ず
２
年
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
は
、
「
コ
ロ
ナ
時
代
」
に
入
っ

た
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

大
阪
で
は
維
新
知
事
の
テ
レ
ビ
シ
ョ
ー

出
演
が
連
日
続
き
、
２
度
目
の
医
療

崩
壊
を
招
き
、
３
度
目
の
緊
急
事
態

宣
言
と
い
う
最
悪
の
事
態
に
至
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
影
響
で
、
支
部
の
総
会
・
市

民
学
習
講
座
な
ど
が
開
け
ず
に
い
ま

す
。
「
コ
ロ
ナ
時
代
」
の
支
部
活
動

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
が
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
堺
支
部
で
は
、
当
面
３

つ
の
方
向
を
検
討
し
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

①
大
阪
の
戦
争
展
参

加
を
巡
っ
て
「
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
の
具
体

策
」
を
ま
と
め
戦
争
展

実
行
委
員
会
に
提
起
し

ま
し
た
。
こ
の
具
体
策

は
、
今
後
支
部
の
行
事

開
催
時
の
感
染
対
策
の
方
針
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
堺
の
様
々
な
団
体
か

ら
も
参
考
に
し
た
い
と
要
請
が
あ
り

ま
す
。

②
支
部
例
会
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
「
ミ
ニ
学
習
会
」
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。
例
会
の
初
め
に
10
～
15
分
程

度
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
資
料
を
基
に

学
習
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
最

初
の
ミ
ニ
学
習
会
は
、
１
９
４
５
年

11

月
実
施
予
定
の

「
連
合
軍
ダ
ウ
ン
ホ
ー

ル
作
戦
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
作
戦
」
で
す
。
各

月
の
テ
ー
マ
と
講
師

は
例
会
で
決
め
ま
す
。

③
桃
山
学
院
中
国

留
学
生
会
と
の
交
流

会
を
「
コ
ロ
ナ
時
代
」

に
合
っ
た
形
で
進
め
て
い
ま
す
。

３
月
に
ズ
ー
ム
交
流
会
を
成
功
さ
せ

ま
し
た
が
、
次
回
は
和
泉
市
の
久
保

惣
美
術
館
を
訪
問
し
展
示
物
の
歴
史

交
流
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
感
染
対

策
で
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
見
学
・
交
流
し
ま
す
。

家
で
で
き
る
日
中
友
好
の

取
り
組
み
を

「
コ
ロ
ナ
時
代

家
で
で
き
る
日
中

友
好
の
取
り
組
み
」
を
次
回
の
例
会

で
提
起
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
宅
に
日
中
友
好
の
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
た
り
、
日
中
友
好
に
か
か
わ

る
身
近
な
こ
と
が
ら
を
近
所
の
方
や

知
人
と
話
し
た
り
、
メ
ー
ル
発
信
す

る
活
動
な
ど
で
す
。

そ
し
て
、
例
会
で
そ
れ
ら
の
実
践

を
交
流
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館

新
館
平
常
陳
列
は
、
中
国
の
工

芸
品
で
す
。
（
写
真
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
）

中
国
の
古
代
か
ら
近
世
に
か
け

て
の
青
銅
器
の
工
芸
品
等
を
、
約

１
５
０
点
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
時
代
」
の
支
部
活
動
を
探
る

堺
支
部

支
部
長

浅
田

勝
美

府

連

教

室
に

ス
ク
リ
ー
ン
新
設

大
阪
府
連
合
会
の

会
議
予
定



大
阪
府
連
中
国
語
教
室
の
受
講
生

が
コ
ロ
ナ
家
庭
内
感
染
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
市
保
健
所
の
確
認
で
は
、
濃
厚

接
触
者
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
が
、
担

当
ク
ラ
ス
を
休
講
し
ま
し
た
。

国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
症
疫
学

セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
症
状
が
現
れ
る

２
日
前
か
ら
、
隔
離
開
始
ま
で
の
間

（
感
染
可
能
期
間
）
に
感
染
が
確
定

し
た
患
者
さ
ん
と
、
マ
ス
ク
な
ど
の

感
染
予
防
を
せ
ず
に
１
メ
ー
ト
ル
以

内
、
か
つ
15
分
以
上
接
触
し
た
人
を

濃
厚
感
染
者
と
い
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
が
５
月
末
ま
で
延

期
さ
れ
ま
し
た
が
、
３
密
を
避
け
、

通
常
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
中
国
友
好
協
会
創
立
70
周
年

記
念
募
金
は
４
月
末
現
在
、
４
支
部

48
名
の
方
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
４
月
に
は
堺
支
部
、
関
本
幸

子
、
藤
本
直
枝
、
小
玉
惠
子
、
安
井

秀
夫
、
鳥
屋
尾
豊
、
内
藤
久
雄
、
古

田
皓
子
、
柳
基
世
、
佐
藤
倫
理
、
芦

田
一
郎
、
浅
田
美
奈
子
、
馬
場
美
津

恵
、
松
原
弘
太
郎
、
高
田
佳
誉
子(

敬

称
略
・
順
不
同)

の
各
氏
か
ら
で
す
。

こ
の
記
念
募
金
は
70
周
年
記
念
事

業
に
充
て
る
だ
け
で
な
く
、
今
後
の

日
中
友
好
運
動
を
支
え
る
財
政
基
盤

の
強
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

全
国
で
目
標
の
ほ
ぼ
半
分
に
あ
た

る
約
４
８
９
万
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
募
金
に
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。
（
４
月
12
日
現
在
）
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私
自
身
中
国
語
を
学
ん
で
10
年
が

過
ぎ
た
。
き
っ
か
け
は
友
人
が
習
う

の
で
、
自
分
も
と
、
ボ
ケ
防
止
の
つ

も
り
で
参
加
し
た
。
中
国
語
は
漢
字

な
の
で
な
ん
と
な
く
意
味
は
、
理
解

で
き
る
よ
う
な
の
で
、
発
音
は
も
と

よ
り
、
四
声
も
い
い
加
減
に
学
ん
で

き
た
。

近
道
は
な
い
か
と
、
「
１
か
月
で

身
に
つ
く
中
国
語
」
等
、
い
ろ
ん
な

テ
キ
ス
ト
等
買
い
あ
さ
っ
て
、
ど
れ

も
途
中
で
つ
ん
読
状
態
に
、
発
音
で
、

人
に
注
意
さ
れ
て
も
、
必
要
性
を
感

じ
ず
、
い
い
加
減
で
し
た
。

最
近
に
な
っ
て
、
や
っ

と
い
い
加
減
な
自
分
に

気
づ
く
よ
う
に
な
っ
た

が
、
一
度
身
に
着
い
た

癖
は
朝
改
め
る
も
夕
に

戻
っ
て
し
ま
う
。

太
極
拳
で
も
１
９
３

４
年

楊
澄
甫
『
太
極

拳
体
用
全
書
』
に
は
、

「
学
習
太
极
拳
很
容
易
，

但
是
很
難
改
変
」
と
記

さ
れ
太
極
拳
を
習
う
事
は
た
や
す
い

が
、
改
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
あ
る
。

ど
ん
な
道
も
同
じ
で
、
速
攻
を
求

め
て
次
々
と
習
い
。
た
く
さ
ん
型
を

知
っ
て
い
る
が
そ
の
要
求
す
る
基
準

を
全
く
満
た
し
て
い
な
い
た
め
注
意

し
よ
う
と
思
え
ば
、
す
べ
て
を
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

語
学
も
同
じ
で
、
大
変

で
は
あ
る
が
基
本
に
帰
る

ほ
か
な
い
、
近
道
、
寄
り

道
、
回
り
道
、
み
ん
な
自

分
が
通
っ
た
道
で
あ
る
。

気
づ
い
た
時
か
ら
で
い
い
、

基
本
に
帰
る
と
は
、
苦
難

な
道
で
あ
る
が
真
実
を
知

る
こ
と
へ
の
途
切
れ
る
こ

と
の
な
い
喜
び
の
道
で
も

あ
る
。

良
い
師
に
巡
り
合
え
、

い
い
仲
間
と
共
に
歩
み
た
い
。

（
恒
岡
正
勝
）

何
事
も
基
本
が
大
切

吟
味
、
工
夫
、
能
く
能
く
鍛
練
す
べ
し

中
国
語

教
室

３
密
を
避
け
開
講

大
阪
府
連
事
務
局
よ
り

今
か
ら
55
年
前
頃
、
私
は
月
に

何
回
か
、
大
阪
駅
の
小
包
置
場
に

日
中
新
聞
を
取
り
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
西
区
内
の
職
場

班
へ
配
達
し
て
い
ま
し
た
。
電
通

班
・
検
定
班
・
民
間
の
職
場
２
箇

所
、
郵
便
局
班
・
地
域
班
、
す
で

に
亡
く
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。
今

で
も
そ
の
当
時
の
懐
か
し
い
姿
を

思
い
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

班
会
議
の
後
、
居
酒
屋
へ
よ
く

行
き
ま
し
た
。

貿
易
商
社
関
係
の
職
場
で
の
学

習
会
、
西
区
内
の
史
跡
や
職
場
巡

り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
花
見
、
一
泊

学
習
会
（
奈
良
・
石
光
寺
）
、
太

極
拳
の
会
場
設
営
・
受
付
等
も
行

い
ま
し
た
。

そ
の
当
時
の
中
国
革
命
に
大
き

な
興
味
や
関
心
が
あ
り
、
小
説
・

紅
岩
や
赤
い
バ
リ
ケ
ー
ド
を
読
ん

で
心
が
動
か
さ
れ
、
涙
し
て
一
気

に
読
み
終
え
ま
し
た
。

中
国
映
画
「
農
奴
」
劉
サ
ン
チ

エ
等
北
京
放
送
を
よ
く
聴
い
て
い

ま
し
た
。
ク
イ
ズ
等
で
中
国
切
手

を
集
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
府

連
主
催
の
中
国
旅
行
へ
行
く
機
会

に
恵
ま
れ
て
、
７
回
く
ら
い
中
国

へ
行
き
ま
し
た
。

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は

「
長
白
山
」
天
池
の
美
し
い
景
色

で
す
、
ハ
ル
ピ
ン
の
街
並
み
や
、

西
安
で
本
屋
へ
行
っ
た
往
来
の
様

子
等
、
ま
た
朝
の
公
園
で
太
極
拳

や
体
操
し
て
い
る
人
々
と
出
合
っ

た
こ
と
な
ど
、
文
化
大
革
命
期
の

不
幸
な
時
期
を
除
い
て
、
昨
今
の

コ
ロ
ナ
禍
を
一
日
も
早
く
収
束
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ま
本
当
に

ご
苦
労
さ
ま
で
す
、
早
く
中
国
旅

行
へ
行
き
た
い
で
す
。
日
中
友
好

運
動
に
一
日
で
も
長
く
か
か
わ
り

続
け
た
い
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
達

と
一
緒
に
健
康
に
留
意
し
な
が
ら

歩
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
支
部
60
周
年
に
寄
せ
て

北
川
正
治

国
交
回
復
か
ら
文
革
を
乗
り
越
え
て

経
験
者
の
場
合
は
途
中
か
ら
の

受
講
も
可
能
で
、
受
講
料
の
割
引

が
あ
り
ま
す
。

個
人
レ
ッ
ス
ン
が
ご
希
望
の
場

合
は
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

第
114
期
中
国
語
教
室

開

講

中

広
報
宣
伝
部
会
は
宣
伝
の
た
め
の

知
恵
を
出
し
合
い
、
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
高
橋
書
店
が
発
行
す
る

『
資
格
全
ガ
イ
ド
』
に
掲
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
「
資
格
検
定
ラ
ボ
」
と
、

W
i
k
i
p
e
d
i
a

で
も
紹
介
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

「
資
格
検
定
ラ
ボ
」
は
無
数
の
検

定
を
50
音
順
お
よ
び
カ
テ
ゴ
リ
ー
別

に
紹
介
す
る
も
の
で
、
中
国
百
科
検

定
は
「
趣
味
・
教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
」

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ー
ジ
の

下
部
で
は
級
別
の
内
容
紹
介
、
受
験

資
格
、
主
催
団
体
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
50
音
順
」
で
は
「
ち
」
に
分
類

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
「
中
国
語
検

定
」
や
「
中
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
検
定
」
と
並
ん
で
「
中
国
百
科
検

定
」
が
出
て
き
ま
す
。

こ
れ
に
類
似
し
た
サ
イ
ト
に
「
日

本
の
資
格
・
検
定
」
が
あ
り
ま
す
、

こ
れ
に
は
中
国
百
科
検
定
は
す
で
に

ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
ア
ク
セ
ス
し

た
人
の
う
ち
68
人
が
「
受
験
し
た
」

と
答
え
、
65
人
が
「
受
験
し
た
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
イ
ト
の
実
績
に
続
き
、
新

し
い
サ
イ
ト
か
ら
も
受
験
者
が
数
多

く
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
国
百
科
検
定
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
か
ら

中
国
百
科
検
定

資
格
・
検
定
サ
イ
ト
や

Wi
ki
pe
di
a

で
も
紹
介

黒竜江省東寧要塞群へ

コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
な
毎
日
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
１
年
度

支
部
総
会
を
５
月
21
日
２
時
か
ら
、

東
大
阪
市
立
多
目
的
セ
ン
タ
ー
で

行
う
予
定
で
す
。

今
総
会
で
支
部
名
を
中
河
内
支

部
に
改
め
、
活
動
範
囲
を
東
大
阪

市
、
八
尾
市
、
柏
原
市
な
ど
に
広

げ
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
協
会
の
運

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
支
部

活
動
を
目
指
し
ま
す
。
多
く
の
会

員
の
み
な
さ
ん
の
ご
出
席
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

な
を
、
６
月
27
日
11
時
か
ら
鶴

橋
・
生
野
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
見
て
歩

き
を
計
画
し
ま
し
た
。
（
浜

正
幸
）

東
大
阪
支
部
総
会

創
立
70
周
年
記
念

募
金
へ
の
お
願
い


